売掛金請求通告書
令和　　年　　月　　日
被通知人
　東京都●●区●●○－○－○
　●●●●ビル●●階

●●●●株式会社

代表取締役　●●●●　殿

通知人
　東京都■■区■■□－□－□

　■■■■ビル■■階

　■■■■株式会社

　代表取締役　■■■■
本通知書作成代理人

〒１０３－０００７

東京都中央区日本橋浜町２－１９－８

文化エステート浜町ビル８階

行政書士　東京中央法務オフィス

行政書士　小竹　広光

冠省

早速ですが、今般、当職は、通知人より依頼を受け、行政書士法第１条の２ならびに第１条の３第３号に基づき、本書面を代理作成しましたので送付します。

前略

　当社は、貴社との間で、以下に記載する内容で商品の売買契約を行い、納品を完了しました。

　契約日：

　商品名：

　売買金額：

　納品日：

　しかし、すでに弁済期から相当な期間が経過し、再三の催告をしているにもかかわらず、貴社からは、未だそのお支払いがなされておらず、誠意ある回答も頂けておりません。

つきましては、貴社に対し、本書面到着後１週間以内に、当社が指定する下記口座へ振込送金の方法により、お支払いして頂けるよう、請求致します。
　もしも分割払いを希望される場合は、担保提供や連帯保証人を付した上での公正証書作成など、然るべき保全措置が講じられるのであれば、応じる用意があります。
　しかしながら、上記期間内に送金がなされず、何等の誠意ある回答も頂けない場合には、民事訴訟の提起や債権回収会社への債権譲渡、または貴社取引先への債権者代位権の行使、もしくは貴社の銀行口座の仮差押、その他、然るべき対応を取る所存ですので、ご承知おき下さい。
なお、もしも当初から返済意思が無い場合、または返済不能であることの認識がありながら発注を繰り返していたと認められる場合には、詐欺罪での刑事告訴なども検討しますので、申し添えます。

なお、民事裁判においては、上記売買契約の元金のみならず、弁済期日の翌日より完済に至まで、商法第５１４条に定める商事法定利率（年６％の割合による遅延損害金）も付加されて支払いが命じられることになりますので、ご承知おき下さい。

早々

　　　　　　　　　記

　　　銀行名　：○○銀行

　　　支店名　：○○支店

　　　預金種別：普通預金

　　　口座番号：１２３４５６７

　　　口座名義：■■■■株式会社
　　　　　　　　　　　　　　　　　以上
